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Q 2
融解したポリオワクチンの色が黄色く感じますが，有効性や安全性で問題はないで

しょうか。

ポリオワクチンには製造の過程でpH指示薬としてフェノールレッドが加えられています。ワクチ

ンの安定性を保つためにpH7.0前後に調製してありますので黄色味を帯びています。また，このワクチンは

－20℃以下に保存しなければならないため，輸送にはドライアイスを用います。このとき，炭酸ガスを通

さない袋でワクチンを保護しないでおきますと，低温のためゴムキャップのゴム質が低下し微量の炭酸ガス

がワクチンの中に入り，pHが酸性側に傾き融解したとき黄色くなります。ただしワクチンの安全性や有効

性には影響ありません。

A

Q 3
ポリオワクチンの１バイアルを開栓して１～２名しか使用しない場合にも，なぜ次の

接種に用いてはならないのでしょうか。

ポリオワクチンは厳しい工程管理のもとで製造される無菌製剤です。開封後はただちに使用するこ

とを原則としています。ポリオワクチンは１バイアル当り20人分の包装になっています。そのため端数の

使い残しがでる場合もあります。これを次の接種に使いたくなるのは理解できますが，しかし，一般の接種

現場で栓を外し，何人分かを取った残りのワクチンには雑菌混入の可能性を否定することはできません。即

ち，開栓と同時にワクチンの無菌性に関する品質の保証は失われてしまいます。しかもポリオワクチンには

防腐剤等の保存剤はいっさい含まれていませんので，栓を開けた時にもし雑菌が混入したら，保管しておく

間に，その雑菌が残ったワクチン液の中で増殖するおそれがあります。このようなワクチンを使用すること

は絶対に避けてください。

A

Q 1
ポリオワクチンは－20℃以下に凍結しなければなりませんが，保管方法で注意すべき

点はどんなところでしょうか。

ポリオワクチンの保存温度条件は厳しく，－20℃以下に凍結して保管します。これより高い温度

で長期間保存した場合，有効性の保証はできなくなります。一般家庭用のフリーザーでは規定の温度を常時

保持することは困難ですので，長期の保存には不適切です。

　長期の保管には外部より温度監視が可能な記録計の付いたフリーザーに保存するよう定められています。

ドライアイスでの長期間の保冷は，ワクチンの中に炭酸ガス（CO2）が入り，融解したとき黄色くなる場合

がありますのでなるべく避けてください。－80℃以下でよく管理されたフリーザーに保管すれば，ウイル

ス含有量は長期間低下せず理想的です。保存状態のよくないワクチンは，ウイルスの含有量は低下しており，

十分な免疫は期待できませんので注意してください。

A


